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なる単一の種類の電解質が存在するときに, 一秒間に水晶体カプセル 1cm2を通る溶質のモル数を Js と
し,これを濃度差(C2-Cl ) で除したものを膜透過係数 Pm とした.Jsの測定は電解質濃度の比 C2/Clを2
として, 溶液の電気伝導度変化より求め, かつ実験中の濃度変化は最大2% 以下になるようにして,NaCl,
KCl, CaC12, MgSO ｡, Na2SO ｡, LaC13の微分膜透過係数の濃度依存性を求めた｡
一一万非平衡熱力学に基づいて, Nernst-Planck方程式を導き, この微分方程式を, 各イオンの活量係
数を 1 とし, また膜内における電気中性条件を使って解いた｡ 但し膜と溶液との接触面では Donnan平
衡が成立するとした｡ C2/C1- 一定の条件では, C2が減少するとPmは減少して零に近づき, C2が増加
すると Pm は増加して- ･定値 Pm- に近づく｡ これ右耳溶液濃度が低 くなると, 対イオンのイオン雰囲気
が希薄になるために膜の固定荷電の作由が強くなこてイオンの動きが束縛され, 溶質が流れなくなるため
である｡ 実験結果は, この理論結果とよく一致した｡ これらの研究から, 水晶体カプセルの同定荷電は正
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符号を有し, Friedenwaldの膜の荷電が負符号を有するとの考えを否定した｡ 膜の荷電密度に比例するパ
ラメ- クー0の値は, KCl, NaCl<Na2SOJ, MgSO4,CaC12,<LaC13 の順で大きくなり, かつこれらの0





程式から導かれ, 界面電位と拡散電位の和として表わされる｡ これから得られる理論は濃度 0.01mole/e
以上では実験値とよく一致した｡ その結果, 膜の荷電は正であり, 膜の電荷密度鋸ま前の膜透過実験から
･L:I //




KCl系, NaCl-Nal系における膜電位, すなわちいわゆる bi-ionic電位について理論的研究を行ない,
電解質がどちらも一価- 一価電解質であって, かつ濃度が等しいときに, 共通イオン濃度勾配が膜中 に存
在しないと仮定して物質移動の方程式を厳密に解いた｡ その結果は実験結果とよく一致した｡ ここでは水
晶体カプセル以外に, 負荷電膜であるコロジオン- ポリスチレン混合膜についても実験を行なった｡ その
結果, bi-ionic電位の濃度依存性は同じ電解質の組に対しても, 正荷電膜と負荷竃膜とで相反する傾向
を示すことが明らかにされた｡ またイオンの易動度の比は,溶液中のものと異なる値が得られる場合があ
り, 水晶体カプセルよりは, コロジオン- ポ リスチレン膜の方がこの傾向が著しかった｡ この結果を前述
の膜電位の結果と比較すると, 二種の電解質が存在するときには, 同一の電解質が膜をはさんで存在する
場合とは異なり, 膜との相互作用がより複雑になるものと考えられる｡
次に NaCl-CaC12, NaCl-Na2SO｡,NaCl-LaC13 のような系で, 共通イオンのモル濃度比が1である
場合についても考察した｡ また共通イオンのモル濃度比が 1 でない場合については, 実験とよく合う実験
式を示し, 生体膜の膜電位を記述するのに有用な式を得ることができた｡
以上のように本論文においては, まず各種電解質に対する水晶体カプセルの微分膜透過係数に濃度依存











出し, また膜電位を測定してウシ水晶体カプセルが正に荷電していることを見出した｡ 一方, 非平衡熱力
学にもとづいて膜透過および膜電位の理論式を導き, 膜透過係数の濃度依存性を理論的に証明した｡ さら
に二イオン電位および多イオン電位の測定をも行ない, それらの実験結果は, す くなくとも等張液程度の
イオン強度の下では, 上記の理論式またはこれと密接な関係にある実験式からの計算値とよく一致するこ
とを示した｡ このような多価イオンを含む系の膜電位についての系統的な研究はこれまでほとんど行なわ
れておらず, 本研究によってはじめて明らかにされたものである｡
以上の研究は薬品物理化学上有益であり, 特に生体膜の生物物理学的研究の発展に寄与するところが大
である｡
したがって本論文は薬学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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